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	応用
	抗原情報
	背景
	FADDによってコードされるデスドメインを介して結合するFasは、様々な細胞表面受容体と相互作用し、細胞アポトーシスシグナルを媒介するアダプター分子です。このタンパク質は、C末端デスドメインを介してTNFRSF6/Fas受容体、腫瘍壊死因子受容体TNFRSF25、およびTNFSF10/TRAIL受容体にリクルートされ、これらの受容体によって開始される細胞死シグナル伝達に関与します。このタンパク質がこれらの受容体と相互作用すると、N末端エフェクタードメインが露出し、カスパーゼ8をリクルートすることでシステインプロテアーゼカスケードが活性化されます。マウスを用いたノックアウト研究からも、このタンパク質がT細胞の初期発達において重要な役割を担っていることが示唆されています。
	研究分野
	-
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	FADD（リン酸化Ser191）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したJurkat細胞ライセートのFADD（リン酸化Ser191）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化FADD（S191）ポリクローナル抗体を用いたJK細胞のウェスタンブロット解析

